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妊
娠
週
数
と
分
娩
予
定
日

～公立刈田綜合病院紹介～　☎ 25-2145

思いやりのある良質で信頼される医療を目指して思いやりのある良質で信頼される医療を目指して
着任のあいさつ
健診センター長　　洞

づ

口
ぐち

　正
まさ

之
ゆき

　10 月１日付けで、健診センター長の
辞令を頂戴いたしました「洞口正之」
です。東北大学放射線科故星野文彦教
授の最後の弟子で、田澤聡刈田病院放
射線部長とは同門ですが、東北大を辞
してからしばらく健診関係の仕事に従事しておりました
ところから、このたび高林病院長のお誘いを受け刈田
病院健診センターに奉職させていただく事となりました。

「洞口」の姓は、本来「ほらぐち」と読みますが、私の
変わり者の祖父が釜石の「洞口家」を継いだ際、役場に
無理やり「づぐち」と届け出たようで、それ以来約８０
年間、我が家だけ「づぐち」と名乗っております。宮城
県の名家である由緒正しい「ほらぐち家」とは、残念な
がら直接のつながりは無さそうですので、くれぐれもお
間違えなきようお願いいたします。
　実は私には刈田病院に大きな借りが二つございます。
大河原町金ヶ瀬の義父を看取っていただきました御恩
と、愚息が研修医としてご指導いただいた御恩でありま
す。その恩返しになるかどうか全く自信はありませんが、
微力ながら前職の経験をいかし、多少なりとも皆様のお
役に立つべく頑張りますのでよろしくお願いいたします。
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妊
娠
は
受
精
し
た
日
を
妊
娠
2
週
0
日
と
し
、

妊
娠
40
週
0
日
を
分
娩
予
定
日
と
し
て
数
え
ま

す
。
妊
娠
21
週
6
日
ま
で
に
自
然
に
妊
娠
が
中

断
す
る
事
を
流
産
、
22
週
0
日
か
ら
36
週
6
日

ま
で
に
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
早
産
と
言

い
ま
す
。
流
産
の
時
期
す
な
わ
ち
22
週
未
満
で

は
、
胎
児
は
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
も
生
存
は
し

ま
せ
ん
。
受
精
し
子
宮
腔
内
に
受
精
卵
が
着
床

す
る
と
ま
ず
、胎
児
の
入
っ
て
い
る
袋
、胎
嚢
（
Ｇ

Ｓ
）
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
超
音
波
に
て
見

え
て
く
る
の
が
妊
娠
3
週
の
終
わ
り
か
ら
4
週

に
か
け
て
で
す
。
5
週
に
な
る
と
か
す
か
に
胎

児
の
心
拍
動
が
見
え
始
め
ま
す
。
6
週
で
は
約

3
㎜
の
胎
児
と
心
拍
動
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
期
か
ら
は
胎
児
の

大
き
さ
を
表
す
に
は
胎

児
の
頭
か
ら
臀
部
ま
で
の
長
さ
で
あ
る
頭
臀
長

（
Ｃ
Ｒ
Ｌ
）
を
用
い
ま
す
。
8
週
0
日
で
約
14

㎜
、
9
週
0
日
で
約
20
㎜
と
言
う
よ
う
に
正
常

な
場
合
は
12
週
ま
で
は
皆
ど
の
人
も
成
長
は
一

定
な
の
で
す
。
こ
の
時
期
で
は
逆
に
頭
臀
長
か

ら
妊
娠
週
数
を
決
め
る
事
が
可
能
で
あ
り
、
そ

の
方
が
よ
り
正
確
で
す
。
両
親
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
母

体
の
子
宮
内
環
境
、
児
の
特
性
な
ど
成
長
に
差

が
出
て
く
る
の
は
12
週
以
降
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
妊
娠
8
週
か
ら
10
週
ま
で
の
あ
い
だ
に
頭

臀
長
を
計
っ
て
妊
娠
週
数
を
確
定
す
る
事
が
正

確
な
妊
娠
週
数
を
決
め
る
手
段
と
言
え
ま
す
。

こ
ち
ら
診
療
所

所
長　

長
島　

高
宏

① 

今
年
4
月
よ
り
、
医
療
機
関
と
調
剤
薬
局
か

ら
患
者
様
に
対
し
て
医
療
費
の
「
明
細
書
」（
領

収
書
と
は
別
の
も
の
で
す
）
の
発
行
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。「
明
細
書
」
を
も
ら
う
こ
と

で
、
自
分
に
対
し
て
行
わ
れ
た
検
査
・
治
療
・

投
薬
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
明
細
書
」
と
い
う
形
で
患
者
様
に
対
し
て
情

報
を
詳
し
く
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
患
者
様
が

治
療
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
共
に
、
実
際
の
診
療
や
処
方
で
か
か
っ
た
医

療
費
の
こ
ま
か
な
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

無
駄
に
か
か
っ
て
い
る
国
民
医
療
費
を
減
ら
す

よ
う
に
う
な
が
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
明
細
書
」
を
見
て
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
医
療
機
関
や
調
剤
薬
局
に
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

② 

今
年
の
国
内
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
、
平
年
よ
り
も
早
ま
っ
て
い
る
傾
向
で
す
。

予
防
接
種
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
早
目
に

済
ま
せ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

〈
整
形
外
科
外
来
に
つ
い
て
〉

　

今
月
は
10
日
（
金
）
と
24
日
（
金
）
で
す
。

〈
休
診
に
つ
い
て
〉

　

今
月
は
16
日
（
木
）
と
22
日
（
水
）
午
後
３

時
30
分
よ
り
休
診
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

代
理
受
領
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

10
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
開
始

に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
、
65
歳
以
上
の
方
の
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
代

理
受
領
申
請
を
す
る
こ
と
で
全
額
助
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
接
種
を
済
ま
せ
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
も
自
己
負
担
分
を
償
還
払
い
で
助
成
で
き
ま
す
の

で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
：
岩
間　

髙
橋

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
様
の
健
康
や
こ
こ
ろ

に
関
す
る
相
談
、
栄
養
や
介
護
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
健
診
の
結
果
で
気
に

な
る
こ
と
や
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
こ
と
で
心
配

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

専
門
の
職
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

ま
た
、セ
ン
タ
ー
内
の
「
七
ヶ
宿
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

主
に
放
課
後
の
小
学
生
を
対
象
に
居
場
所
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
み
な
ら
ず
、
乳
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

９
月
か
ら
七
ヶ
宿
ク
ラ
ブ
の
援
助
員
と
し
て

働
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
村
上
郁
子
さ
ん
で
す
。

好
き
な
こ
と
は
？
「
カ
ラ
オ

ケ
！
」
だ
そ
う
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
：
髙
橋

お
口
の
健
康
、
気
に
し
て
い
ま
す
か
？

　

今
年
の
住
民
健
診
で
高
齢
者
を
対
象
に
身
体
や
こ
こ
ろ
に

関
す
る
25
項
目
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
足
の
力
が

弱
く
な
っ
た
と
答
え
た
方
が
１
番
多
く
、
次
に
多
か
っ
た
の

が
食
べ
方
や
飲
み
方
が
気
に
な
る
と
答
え
た
方
で
し
た
。

　

実
際
、
硬
い
物
が
か
み
に
く
く
な
っ
た
と
か
、
お
茶
や
お

汁
で
む
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
気

に
は
な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
お
口
の
健
康
は
身
体
の
健
康
、
こ
こ
ろ

の
健
康
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
実
は
、
高
齢
者
の
肺
炎
の

70
％
は
、
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
食

べ
物
、
飲
み
物
、
だ
液
な
ど
が
口
の
中
の
細
菌
と
一
緒
に
間

違
っ
て
肺
の
方
に
は
い
り
、
炎
症
を
起
こ
し
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
ま
た
、
上
手
く
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
身
体

に
入
る
栄
養
が
少
な
く
な
り
、
体
力
が
落
ち
る
こ
と
で
歩
け

な
く
な
っ
た
り
、
閉
じ
こ
も
り
や
寝
た
き
り
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
や
運
動
で
取
り
戻
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
お
口
の
健
康
に
関
す
る
教
室
を
行
い

ま
す
。
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

担
当
：
田
村

●
開
催
日　

12
月
15
日
（
水
）

●
時　

間　

13
時
30
分
か
ら

●
会　

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

無　

料

●
対　

象　

全
て
の
町
民

●
申　

込　

保
健
セ
ン
タ
ー

げんき塾（運動教室）

●開催日／12 月 17 日（金）
●時　間／13 時 30 分〜
　　　　　15 時 30 分まで
●集　合／保健センター
●内　容／ 町内を歩きますので、

各自飲み物や帽子の準
備をしてお越し下さい。

●申込み／不要

１２月の健康相談日

●開催日／12 月 6 日（月）
●申込み／ 事前に予約が必要です

ので保健センターまで
ご連絡ください。

男子厨房に入ろう会

≪湯原会場≫
●開催日／ 12 月 10 日（金）
●場　所／湯原コミセン
≪関会場≫
●開催日／ 12 月 14 日（火）
●場　所／保健センター

○時　間／ 10 時〜 13 時 30 分
○会　費／ 300 円
○対　象／ 65 歳以上の男性
○ 一週間前までに食改事務局（保

健センター）へお申込みください。

外科　阿
あ

部
べ

　立
りゅうや

也
　10 月 1 日付けで、公立刈田綜合病院外
科に赴任しました阿部立也です。もとも
と宮城県出身でありますが、こちらに赴任
する前は東北の地を離れて仕事をしてお
りました。今回また地元に戻ってきて医療
に携わることになり、どこかなつかしいような気持ちとともに
改めて身の引き締まる思いでおります。私の専門分野は血管
外科であり、腹部大

だ い

動
ど う

脈
みゃく

瘤
りゅう

や閉塞性動脈硬化症といった近年
増加傾向にある動脈疾患、また下肢静

じょう

脈
みゃく

瘤
りゅう

等の静脈疾患につ
いて当院外科の佐藤博子先生とともに診療を担当していきま
す。血管外科といいましても、先に挙げた疾患の患者さん皆
さんが外科的治療を第一選択とする訳ではなく、内科的治療
を含め病態に応じた適切な治療法の選択が望まれます。血管
疾患は喫煙などの生活習慣の改善や高血圧、高脂血症、糖尿
病といった全身に影響を及ぼす内科的疾患の治療も大切とな
りますので、地域の先生方との連携も取りながら診療を進め
ていきたいと思います。　　
　また胃癌、大腸癌などを含めました消化器疾患の外科治療
につきましても、多く診療に当たってきておりますので、今
後も経験を生かして幅広く診療に携わっていきたいと考えて
おります。よろしくお願いします。


